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WG 1 is investigating on hydrogen infrastructure technologies. In FY2009，①System and 

cost study of hydrogen supply in early commercial phase，②Study of regulation mitigation for 

commercializa tion，③Operation， data accumulation and analysis of hydrogen stations， has 

been investigated. 
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1.緒言

JHFC WG1では、水素製造・輸送・貯蔵・充填の水

菊斯治インフラの課掛鋸すを担当している。 WG内に、

①商用インプラモデル検討会

②安全性・規制見直し検討会

③水素インフラ実証試験検討会

を設け、2009年度は①商用インフラモデ、ル検討会で、は普

及初期 (2015年'"'-')インフラの標準仕様を、②安全性・

規制見直し検討会では規制見直しの道筋策定を、③水素

インフラ実証試験検討会で、は水素ステーションの運用と

データ取得を課題として活動を行った。材高では、 2010

年3月に行われたJHFCセミナーでの報告内容を中心に

2009年度成果の概要を紹介する。

2. 商用インフラモデル検討会

2.1. 目的

現在、 JHFCで運営されている水素ステーションは、

技術開発を目的として、①製造場所:オンサイト/オフ

サイト、②貯蔵・輸送形式:圧縮水素/液体水素、③製

造方法:改質/電気分解/製鉄副生、④改質原料:天然

ガス/ナフサ/ガソリン/灯油/メタノール等、様々な

方法の組み合わせを試みた。しかしながら、 2015年の

FCV市販を目前にして、これまでの成果を踏まえた現実

のインフラ網構築戦略の策定が必要な時期にきている。

こうした背景を踏まえて、商用インフラモデ、ル検討会で、

は、普及初期における水素供給インフラ仕様を絞り込ん

で提案し、実現に向けた課題を提言することを目的とし

て検討を行った。

2.2. インフラモデル検討の前提

主な検討の前提を図1に示す。

対象とする時期は、普及初期の 2015田2020年とした。

FCVの台数は COCN(産業競争力懇談会)報告書など

を参考として、 5，000"-'155，000台と設定し、水素需要を

賠責もった。水素ステーションの設備費用などの固定費

は、そのまま水素需要量で割り返されて水素価格に反映

されることになる。従って、水素ステーションあたりの

FCV台数が少ない時期で、は水素コストは割高にならざ

るを得ない。現在のガソリンスタンドでは一箇所あたり

2，000台程度のお客様がし1るが、 FCVと水素ステーショ

ンの関係がこのレベルに遣するのは、 FCCJシナリオに

よると 2025年前後と見績もられている。従って、お客

様の利便性を確保するためのステーション先行配備によ
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り、FCV台数とステーション数のアンバランスが続く聞

は、それによるコスト高を吸収する制度が、 FCV普及の

ために必須である。

今回の検討は、そうした普及初期にできる限りステー

ションコストを下げる方策として「簡易型のステーショ

ンJといったコンセプト、あるいは「直接充填方式」と

いった新たな技術も検討対象とした。

また、オフサイト型ステーションへの水素供給元とし

ては、既存のインフラが活用できる点と、高純度で大き

な水素製造余力 (FCV500万台分)を持つ、とし1う点で

製油所での水素患お査を中心として検討を行った。

「利便性
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図1. インプラモデル検討前提

2.3. 水素インフラ 13の基本仕様とコスト試算

検討の結果、水素貯蔵は圧縮水素方式をベースとして、

天然ガス改質オンサイト/製油所水素オフサイト、充填

圧35:MPa/70:MPa、供給能力300Nm3/100Nm3、差圧

充填/直接充填の組み合わせにより、普及初期の基本仕様

13種類を策定した。

直接充填方式は、現荘の冴IFCでは実証されていない

が、充填圧力高圧化に対応した梯I'jとして、海外で開発

が進められている。図2に示すとおり、高圧の蓄圧器が

不要となるため、低コスト化が期待できる。技術開発と

国内での実証に取り組みたい。

一方、決定した仕様に対して、コスト試算も行ってい

る。これまでの検討結果では、水素ステーションがフル

稼働した前提で、現状は水素供給コスト 90円/Nm3，"，-，

140円/Nm3とし、った試算結果が得られている。一方、

ここに将来の樹f開発や規制見直しを見込んだ場合は、

70円INm3'"'-'110円INm3とし、った試算結果が得られた。

FCVの燃費10'"'-'15kmlNm3を前提とすると、走行E鴎佐

あたりのユーザー負担はガソリン等価との見績もりが得

られたが、引き続き技術並びに規制両面からのコスト低

減の取り組みを続けていきたい。なお、今年度ではステ

特集

ーション、水素製造装置の稼働率や原料コストなどのパ

ラメータースタディやオフサイト型コストの精査を行

い、報告をまとめる予定である。

i差圧充填方式 J7仰 向

{圧縮機直播充境方式

吟 圧縮織の
技術開発必要

図2. 差圧充填と直接充填比較

3. 安全性・規制見直し検討会

3.1. 目的

FCV普及のためには、安全とコストがユーザーにとっ

ての最重要ポイントである。そのコスト低減のためには、

関府と規制をセットで仕立てていく必要がある。①社会

状況の変化、②梯I'jの進歩、③国際動向の夫々に応じた

規制見直しが、コストダウンと国際競争力強化のために

必須と思われる。水素・FCV関連の規制は、これまでに

多くの規制見直しがなされてきたが、ここで改めて2015

年FCV普及開始を前提にした再点検が必要な時期に来

ている。こうした背景を踏まえ、本検討会では2015年

水素供給事業化に必要な規制見直し項目を再点検し、優

先付けを行うとともに、見直しのための道筋を策定する

ことを目的に活動を行った。

3.2. 検討結果

検討会で選定した重点課題を図3に示す。

ここに挙げたられた課題は、 FCCJ(燃料電池実用化

推進協議会)で抽出された見直し項目 44の中から、さ

らに重点的なものとして選定したものである。例えば、

設計基準(耐圧安全係数)や、使用鍬オの種類拡大など

の見直しにより、高圧ガス関連機器のコストダウン ・軽

量化が可能になる。また、複合容器の輸送用への適用や、

市働也での水素保有量増加により供給の効率化が図れる。

保安距離見直しゃ、 CNGスタンド ・ディスベンサー並

列設置は、 CNG・ガソリンスタンドとの並列設置を容易

にするもので、ユーザー利便性とステーション経営環境

の改善につながる。
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-型企;
2015通事までに見.しされ
なければ‘普及に重大な
支湾がある項目

.A・
2015年までに見直しされ
なければ、コスト高など
膏期ペースでの運用置に
寛織がある項目

図3. 規制見直し重点課題

図4に、策定した見直しの道筋の例を示す。挙げられ

た課題は、いずれも社会環境や捌f開発の進歩、国際標

準への適合とし、った観点で整理がで、きるものである。意

義を明確にし、所定の手順をふむことにより見直しは必

ず達成されるものと期待している。

市銀輔の選定
見直前輔愈とする鋼材華栂保.".で也包(...決定する.

・E'"材 :SUS3帽(Nト向。川.sn刊，2.晴樹加工品帯
・盤底鱒:SA723 • SA3721ASME.tぜSM例措相当) .

2 線価方量量的決定
..廻し由ための軍事信方法を‘有償唱置を含む嘗員会帯で祖B・(...
SIllltす晶.
3 静舗鼠.歯由拠範主主主情調車噂厳司E由骨成
。‘銅像S臨界一丸となった措置量]EIT.I...街‘

可欧量情縄由<<耳障
前a俊貯の安全保敏を i 歓最での規格制定時tこおける考え方や思想、安全世監査観保する.
E陣的な..に会わせ い怒音量設蓋ずる・
る i 見直白剤色どする健婦を鎗係書置興で也.し、決定す晶.

l 倒〉下混血Ii!..箆愈離脱カブラー拘み安全保敏3f膏とする怠ど.

①司la.4→2.4俗 13 法令量惜し骨繊割問純白伸成
②酒a.4→3俗 I =滋雲君主霊長22誌22主主主主議訟もt管制

見直L白根掴陸海輯を伸成する，
4 簡保.l軍一丸左なった法改正由要賞、折衝

..)見奮し由ストーリ由項目は.JHTC積約脅からの提厳であり輩.."t!'畠る.司直奮闘傑...で取り組み実施舟柚討中.

図4. 見直し道筋の例

なお、 FCV向け水素供給の規制見直しは、行政刷新会

議規制・制度改革委員会のテーマとしても取り上げら

れ、対処方針が6月に閣議決定された。現在は、それを

受けて産官共同で、の見直しロードマッフ。作りが進められ

ており、当検討会もその活動に全面協力している。2015

年の水素供給の事業化と、それに対する投資判断のため

にはFCVの確実な市販化とともに、規制見直しゃ導入

支援制度を前提として供給ビジネスの見通しが立つこと

が必要不可欠である。引き続き、取り組みを力団墓させた川

4. 水素インフラ実証試験検討会

水素インフラ実証試験検討会では、 11箇所の水素ステ

ーションを安全に運用するとともに、不具合事例や効率

のデータベース蓄積を実施した。

特集

また、千住、横浜・旭、大黒、霞ヶ関のステーション

では、充填圧力70MPaで、の実証により課題の抽出と解決

に取り組んだ。特に千住では目標流量 5kg/3min(1分間

の最大流量 2kg/min)の充填スピードを目標とした取

り組みを行った。建設当初はO.4kg/minで、あったが、設

備の改善を重ねた結果、目標達成に目処がついた状況に

ある。

4.1. 充填実績・不具合事例

2009年は4，509kg、1，821回の水素充填を行った。法定

点検・日常点検により、 97，...._，100%>の高い劇動率(日数

ベースで計画外停止していない日数の割合)で運用され

ている。一方、不具合事例は31件発生した。機器毎、要

因毎の割合を図5に示す。いずれの不具合も原因究明と

対策を行い、各ステーションへの水平展開により再発防

止を図っている。普及開始に向けて、「安全」をより確か

なものにしてし、く。
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図5. 不具合事例の傾向

5. おわりに

2015年のFCV開始まで5年を切った。インフラの先

行整備に要する時間を考えると、ここ 2，...._，3年中には

2015年対応の技術、規制、制度が準備され、ユーザーに

安心安全で経済的な水素を供給できる目処を立てる必要

がある。これまでの成果を踏まえ、産官共同での一層現

実的で、スケジュール感を持った取り組みを進めたい。

本検討は、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合

開発樹薄 (NEDO)の助成事業である「燃料電池システ

ム等実証研究 (JHFC)J事業の成果を活用しとりまとめ

たものである。本検討に対しご支援ご指導をいただいた

多くの機関・有識者の方々に誘憶を表する。

参考文献

1.平成21年度♂IFCセミナー資料 (2010.3)

http://www.jhfc.jp/ 

-13-


